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編 成方針とその予算を見る

3
月
定
例
市
議
会
は
、

3
月
8
日
か

ら
初
日
ま
で
に
わ
た
っ
て
ひ
ら
か
れ
、

一
般
会
計
予
算
案
な
ど
お
議
案
が
上
程

さ
れ
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず

8
日
は
清
河
市
長
か
ら
、
施
政

方
針
と
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本

方
針
が
述
べ
ら
れ
お
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
ロ
日
と
日
日
に
わ
た
っ
て

代
表
質
問
と
一
般
質
問
が
あ
り
、
日
日

に
は

2
議
案
の
追
加
提
案
と
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

日
日
に
M
M
犯
号
議
案
の
可
決
が
あ
り

他
の
議
案
は
す
べ
て
各
常
任
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
、
初
日
に
再
開
さ
れ
た
市
議

会
で
は
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
案
審

査
報
告
が
あ
り
、
討
論
採
決
の
結
果
昭

和

ω年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
お
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
継
続
審
議
に
沿
っ
て
い
た

昭
和
灯
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
決
算
認
定
の

5
議
案
は
、
決
算
特
別

委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
認
定
、
さ
ら
に
請
願
書
2
件
陳
情
書

幻
件
意
見
書
1
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

h
p
施
政
方
針
を
述
べ
る
清
河
市
長

ま
た
鑑
査
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
に

次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

鑑

査

委

員

山

沢

貞

治

人
権
擁
護
委
員
杉
山
博
吉

現
在
の
物
価
高
騰
に
よ
る
不
安
と
焦

燥
が
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
る
よ
う
、

固
め
施
策
の
推
進
を
期
待
す
る
と
共
に

積
極
的
に
市
民
の
不
安
危
倶
の
解
消
と

市
民
生
活
の
安
定
に
努
力
し
、
よ
り
ゆ

た
か
な
住
民
福
祉
と
、
明
る
く
住
み
よ

い
近
代
的
な
ま
ち
を
建
設
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
今
後
の
経
済
情
勢
の
推
移
に

対
応
し
得
る
よ
う
、
健
全
財
政
の
堅
持

を
基
調
と
し
て
、
国
家
予
算
、
地
方
財

政
計
画
の
動
向
な
ど
を
勘
案
し
て
、
年

間
を
通
じ
る
総
予
算
を
め
ど
と
し
て
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
的
に
は
、
人
件
費
や
事
務
費
の

極
力
節
減
、
抑
制
を
は
か
り
な
が
ら
、

財
政
の
効
率
的
運
用
に
意
を
も
ち
い
、

よ
り
高
い
行
政
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

聞
闘
圃
・

総
額
三
十
一
億
七
千
八
百
十
万
円
で

対
前
年
比
の
十
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
伸
長
の
主
体
を
な
す
も
の
は
、

福
祉
関
係
の
扶
助
費
で
百
二
十
六
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
要
を
項
目
別
に
見
て
み
ま
し

ト
ゐ
よ

J

。

V
総
務
費
で
は
、

県
外
に
在
住
す
る
市

出
身
者
を
、
魚
津
観
光
ま
つ
り
に
招
待

し
、
故
郷
を
み
て
い
た
だ
く
「
ふ
る
さ

と
帰
り
招
待
会
」
の
開
催
が
計
画
さ
れ

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

V
交
通
安
全
対
策
費
関
係
で
は
、
防
護

柵
、
歩
道
の
区
画
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

l
、

街
路
灯
等
の
設
置
と
共
に
交
通
対
策
関

係
団
体
の

一
体
化
を
図
る
た
め
、
そ
の

名
称
を
魚
津
交
通
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

運
営
す
る
た
め
の
補
助
金
が
大
巾
に
増

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
社
会
福
祉
施
策
費
関
係
で
は
、
視
力

障
害
一
級
の
方
た
ち
に
、
盲
人
用
時
計

を
支
給
す
る
こ
と
に
し
、
寝
た
き
り
重

度
心
身
障
害

一
級
者
を
扶
養
し
て
お
ら

れ
る
方
で
所
得
の
少
な
い
人
を
対
象
に

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
保
育
施
設

に
二
人
以
上
入
園
し
て
い
る
場
合
第
2

子
に
つ
い
て
は
、
保
育
料
を
五
割
減
額

し
負
担
の
軽
減
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す

母
子
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
、
新
し
く
母
子
家
庭
小
口

資
金
貸
付
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

'v生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
住
民
の
健

康
管
理
の
た
め
日
曜
、
祭
日
の
救
急
診

療
を
魚
津
医
師
会
に
委
託
し
、
急
患
等

の
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
予
算
計
上

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

'v
公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
区
住
民

の
健
康
調
査
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と

も
に
公
害
の
防
除
に
つ
と
め
、
自
然
環

境
の
保
護
保
全
策
の
強
化
が
図
か
ら
れ

て
い
ま
す
。

2 

農
林
水
産
業
の
振
興

V
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
構

造
改
善
事
業
、
米
生
産
調
整
対
策
事
業
、

共
同
施
設
設
置
事
業
な
ど
引
続
き
行
な

っ
て
産
業
の
助
成
と
育
成
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
し
く
天
神

山
週
辺
の
「
ぶ
ど
う
」
を
中
心
と
し
た

農
山
村
自
然
環
境
活
用
事
業
を
計
画
し
、

森
林
の
防
除
や
、
石
垣
平
飲
雑
用
水
施

設
事
業
な
ど
も
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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V
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

S
O

S
発
信
機
、
中
短
波
無
線
機
、
救
命
筏

の
設
置
補
助
の
継
続
の
ほ
か
、
養
殖
事

業
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
つ
と
め
、

漁
獲
共
済
制
度
の
掛
金
の

一
部
を
補
助
.

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

商
工
業
の
振
興

V
中
小
零
細
企
業
者
向
け
の
小
口
事
業

資
金
貸
付
金
を
、

一
口
三
百
万
円
に
増

額
し
、
予
託
金
を
二
千
万
円
に
増
額
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
観
光
に
お
い
て
は
、
観
光
ま
つ
り
を

よ
り
大
き
く
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に

市
内
に
観
光
案
内
板
を
設
置
し
、
観
光

客
の
誘
致
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
待
望
し
て
い
る
新
水
族

館
に
つ
い
て
は
、
漸
新
な
構
想
に
よ
る

建
設
計
画
を
諮
問
中
で
あ
り
、
そ
の
調

査
費
二
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
o

v
土
木
費
で
は
都
市
計
画
事
業
と
し
て

加
積
地
区
の
都
市
改
造
事
業
に

一
億
八

千
万
円
、
街
路
事
業
と
し
て
馬
出
町

i

友
道
線
事
業
に
三
千
九
百
万
円
、
魚
津

駅
i
電
鉄
魚
津
駅
線
事
業
に
三
千
百
万

円
、
公
園
築
造
事
業
に
六
百
万
円
が
計

上
さ
れ
、
一
般
道
路
新
設
改
良
事
業
費

に
は
六
千
五
百
万
円
、
継
続
事
業
の
山

村
振
興
道
路
や
、
青
島
i
北
鬼
江
線
の

海
岸
道
路
築
造
事
業
費
も
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

V
集
会
所
の
新
設
、
か
ね
て
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
天
王
市
営
住
宅
団
地
に
集
会

所
を
約
四
百
万
円
で
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
港
湾
関
係

で
は
、
経
団
漁
港
の
修
築
事
業
に
八
千

万
円
が
計
上
さ
れ
背
後
地
の
整
備
と
漁

港
の
活
用
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

V
消
防
施
設
の
整
備
、
消
防
ポ
ン
プ
車

一
台
の
購
入
と
防
火
貯
水
槽
一
基
の
築

造
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
海
難
防
止
の

た
め
救
助
船
「
雄
山
丸
」
の
整
備
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
教
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
継

続
さ
れ
て
い
る
、
経
団
小
学
校
改
築
事

業
費
に
五
千
七
百
四
十
七
万
円
、
道
下

小
学
校
改
築
事
業
費
に
二
千
二
百
十

一

万
円
が
計
上
さ
れ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
費
に
五
千
七
百
六
十
二
万
円
が

計
上
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
は
、
建
築
規
模

四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
、
昭
和

ω年
度
と
昭
和
印
年
度
の

2
ヶ
年
継
続

事
業
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
却
年
度
に
は
事
業
費
と
し
て
、
七

千
四
百
三
十
六
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
西
布
施
、
吉
島
両
小
学
校

の
プ

l
ル
新
設
費
と
し
て
四
千
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
父
克
負
担
な
ど
を
解
消
す
る

た
め
に
、
需
用
費
を
前
年
度
よ
り
二
十

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
し
、
奨
学
資

金
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
大
学
生
、

月
額
八
千
円
、
高
校
生
月
額
三
千
円
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

V
社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
社

会
教
育
指
導
員
を
一
名
増
員
し
て
、
青

少
年
教
育
、
婦
人
教
育
の
指
導
強
化
に

つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公

民
館
に
つ
い
て
は
今
年
度
は
、

二
千
九

百
二
十
九
万
円
で
、
吉
島
公
民
館
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
を
九
億
九

千
万
円
見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
基
準
財
政
需
用
額
お
よ
び
収
入

額
の
伸
び
を
検
討
し
て
、
六
億
七
千
五

百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
お
よ
び
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

歳
出
に
見
合
う
国
県
の
負
担
金
、
補
助

金
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
、
市
債
に
つ

い
て
は
、

国
の
地
方
債
計
画
の
緊
縮
と

抑
制
の
基
調
を
勘
案
し
な
が
ら
そ
の
額

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

実
績
お
よ
び
確
実
に
見
込
み
.得
る
額
が

検
討
の
上
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
J

4
『
一
般
質
問
に
き
き
い
る
'傍
聴
者

3 



49. 4. 1 

49年度の主な事業

@野方保育問新築事業

R 2 r.皆 540~

@農業構造改善事業

上の方地区(3年次) 16，807千円

@積寒農道整備事業

坪野・金山谷地区 22，422千円

@老朽ため池等整備事業 5，050千同

@団体営林道開設事業 18，000千円

@団体営林道改良事業 8，928千円

@団体営ほ場整備事業(受託事業) 9，309千円

①県単土地改良事業 8，100千円

@市単土地改良事業 4，000千円

@融資単独ほ場整備事業 15，000千円

@県単林道開設事業 6，OOO千円

@市行造林事業 2，000千円

①浅海増殖投石事業 1，500千円

@経団漁港修築事業 80，000千円

@金山谷・北山線道路改良事業 21，610千円

①北鬼江青島線道路改良事業 12，000千円

①団地集会室建設事業

天王団地20坪

@市道改良舗装事業

@消防施設幣備事業

防火水槽 1基ポンプ1台

@経団小学校危険校舎改築事業

R3階

① 道下小学校危険校舎改築事業

R 3 r.ir 
@学校給食センター建設事業

①吉島公民館建設事業

R2階建 330m.

①総合体育館建設事業

@小学校プール建設事業

西布施・吉島両小

@農山村自然環境活用事業

西布施地区 5，820千円

①石垣平地区飲雑用水施設事業 4，000千円

@森林防除薬剤空中撒布事業 3，590千円

@都市改造事業 180，000千円

①街路事業(馬出町 ・友道線) 39，010千円

@街路事業(魚津駅、電鉄魚涼駅線)

31，010千円

6，003千円

52，740千円

づおつ

継
続
事
業

報広

。
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
ニ
、
八
八
口
千
円

月
額
二
、
8
0円
対
象
者
百
二
十
人

@
重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当ニ、八八

O

千
円

月
額
二
、

0
8円
対
象
者
百
二
十
人

者13州都純物証2.可

@
重
度
心
身
障
害
者
年
金
交
四
千
円

年
額
六
、

O
B円
対
象
者
百
十
四
人

@
ひ
と
り
暮
し
老
人
お
よ
び
老
人
ホ
!

ム
入
所
者
一
日
招
待
会
一
七
O

千
円

新
規
事
業

。
県
外
在
住
魚
津
会
招
待
費
五

O
O
千

円
魚
津
観
光
ま
つ
り
招
待
五
十
人

。
盲
人
用
時
計
購
入
費

二
五
O
千
同

障
害
一
級
者
五
十
人
対
象

@
心
身
障
害
者
扶
養
保
険
加
入
費

二
五
二
千
円

ル
障
害
一
級
者
対
象
十
四
人

ハ
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
月
二
万
円

一
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

一
な
母
子
世
帯
に
対
す
る
小
口
資
金

五
O
O千
円

4，000千円

65，400千円

5，164千円

57，470千円

22，110千円

57，620千円

無
利
子

一
口
、
き
千
円
二
ヶ
月
据
置

十
ヶ
月
償
還

社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

@
水
族
館
調
査
費

二
、
0
0
0千
円

@
日
曜
、
祭
日
救
急
診
療
委
託

砂
招
待
予
定
の
魚
津
観
光
ま
つ
り

29，290千円

74，360千円

40，000千円

一、

O
三
五
千
円

特別会計 8億1，130万円
国民健康保険事業特別会計 648，043千円

業共済事業特別会計 I 132，157千円

下水道事業特別会計 ( ) 18，023千円

簡易水道事業特別会計 宗主 13，084千円

①公開築造事業(村木2号公開)

4

司
活
用
が
待
た
れ
る
修
築
中
の
経
団
漁
港

4 

水道事業会計
収益的収入 82，953千円

収益的支出 82，757千円

資本的収入 40，000千円

資本的支出 55，325千円
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-
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

一
千

八
百
二
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
も
の
は
下
水
道
事
業
の
実
施
設
計
を

た
て
る
た
め
の
設
計
委
託
料
と
、
現
有

施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
公
債
費
で
あ

り
、
財
源
と
し
て
下
水
道
使
用
料
お
よ

び
負
担
金
の
ほ
か
、

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

づ

-
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

お

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

一
千

三
百
八
万
四
千
円
と
定
め
、
市
内
十
四

ヶ
所
の
簡
易
水
道
事
業
の
維
持
管
理
の

経
費
と
、
吉
野
地
区
等
の
配
水
工
事
お

よ
び
市
債
の
元
利
償
還
金
を
内
容
と
し

て
計
上
さ
れ
て
お
り
、
財
源
と
し
て
、

使
用
料
、
工
事
収
入
等
を
充
当
し
て
い

ま
す
。

つ報広

田
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

49.. 4. 1 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
六
億
四
千

八
百
四
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
、
こ

れ
は
前
年
度
の
医
療
給
付
額
等
の
実
績

を
主
体
に
し
て
算
定
し
、
最
近
に
お
け

る
医
療
費
の
上
昇
や
、
老
人
、
乳
幼
児

妊
産
婦
医
療
に
続
い
て
、
高
額
療
養
費

の
給
付
増
加
や
、
受
診
率
の
上
昇
な
ど

諸
般
の
事
情
か
ら
国
保
財
政
の
き
ん
迫

が
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被

保
険
者
の
担
税
能
力
や
極
力
公
共
的
料

金
を
上
げ
な
い
と
云
う
趣
旨
等
を
勘
案

し
て
国
保
税
率
の
改
定
を
据
置
く
こ
と

と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
、

一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
て
、
本
会

計
の
健
全
性
の
維
持
確
保
が
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。

-
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

農
作
物
共
済
勘
定
に
お
い
て
歳
入
歳

出
の
総
額
を
七
千
五
百
二
十

一
万
五
千

円
と
し
、
歳
出
と
し
て
共
済
金

一
千
九

百
八
十
六
万
円
、
無
事
戻
金
百
三
十
六

万
九
千
円
、
業
務
勘
定
へ
の
繰
出
金
七

百
五
十
万
円
し
て
、
被
災
に
対
し
て
は

充
分
補
墳
で
き
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
歳
入
と
し
て
は
、
共
済
掛

金
、
交
付
金
、
保
険
金
お
よ
び
繰
越
金

を
充
当
し
て
い
ま
す
。

家
畜
共
済
勘
定
で
は
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を

一
千
百
六
十
万
五
千
円
と
し
、

損
害
の
未
然
防
止
策
を
講
ず
る
と
共
に

擢
災
に
対
す
る
補
て
ん
を
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

果
樹
共
済
勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
百
七
十
五
万
九
千
円
と

し
、
樹
体
の
保
全
を
図
る
と
共
に
、
減

収
に
対
す
る
補
墳
に
つ
と
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

業
務
勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
四
千
三
百
五
十
七
万
八
千
円

と
し
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
共
済
事
業

一
般
管
理
費
二
千
百
四
十

一
万
九
千
円

と
損
害
防
止
費
二
千
十
九
万
二
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
財
源
と
し
て
、
賦
課

金
、
県
支
出
金
、
分
担
金
繰
入
金
な
ど

が
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

く〉

収
益
的
収
支
の
内
容

水
道
企
業
の
損
益
を
表
わ
す
収
益
的

収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、
水
道
料
金

や
受
託
工
事
収
益
な
ど
で
、
前
年
よ
り

二
二

パ
ー
セ
ン
ト
多
い
八
千
二
百
九
十

五
万
三
千
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
支
出
に
お
い
て
、
配
給
水
管
の

修
繕
、
不
良
メ

l
タ
器
の
取
替
、
検
針

集
金
の
委
託
料
、
職
員
費
、
減
価
償
却

費
及
び
長
期
債
の
利
子
な
ど
で
、
前
年

よ
り
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
多
い
八
千
二
百

七
十
五
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
、
差
引

十
九
万
六
千
円
の
剰
余
金
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

く〉

資
本
的
収
支
の
内
容

水
道
企
業
の
建
設
改
良
を
表
わ
す
資

本
的
収
支
で
は
、
収
入
と
し
て
、
四
千

万
円
の
企
業
債
を
予
定
し
、
支
出
で
、

新
し
い
メ
ー
タ
ー
の
購
入
、
現
場
用
自

動
車
の
購
入
配
水
補
助
管
の
布
設
、
拡

張
事
業
で
石
垣
配
水
池
の
築
造
と
配
水

管
の
布
設
工
事
な
ど
で
、
五
千
五
百
三

十
二
万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
こ
の
た
め

収
入
が
支
出
に
対
し
不
足
す
る
額
千
五

百
三
十
二
万
五
千
円
は
、
当
年
度
分
損

害
勘
定
留
保
資
金
と
建
設
改
良
積
立
金

で
補
て
ん
さ
れ
、
収
支
の
均
衡
が
計
ら

れ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
と
し
て
、
昭
和
紛
年

度
中
に
施
工
し
た
、
平
沢
飲
料
水
供
給

施
設
及
び
長
引
野
簡
易
水
道
事
業
に
対

し
、
七
百
五
十
万
円
の
厚
生
年
金
の
還

元
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

V
土
地
開
発
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

昭
和
必
年
度
に
お
け
る
地
方
交
付
税

の
交
付
額
四
千
九
百
二
十
四
万
五
千
円

と
従
来
基
金
子
託
に
よ
る
利
子

一
千
六

十

一
万
円
の
合
計
額
五
千
九
百
八
十
五

万
五
千
円
を
増
額
し
、
基
金
の
額
を
一

億
五
千
四
百
三
十
五
万
五
千
円
に
改
め

る
も
の
。

V
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

か
ね
て
か
ら
老
人
お
よ
び
身
体
障
害

者
の
福
祉
増
進
の
対
策
と
し
て
完
成
を

急
い
で
い
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

魚
津
市
上
村
木
町
六

一
五
番
地
に
開
設

す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
設
置

と
維
持
管
理
に
関
し
て
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

V
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
設
置
条
例

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
精
神
薄
弱

児
を
保
護
者
の
も
と
か
ら
通
わ
せ
て
、

こ
れ
を
保
護
す
る
と
共
に
、
独
立
自
活

に
必
要
な
知
識
、
技
能
を
与
え
る
た
め

の
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
が
魚
津
市
友

道
三
七
三
の
二
番
地
に
建
設
さ
れ
た
の

で
、
こ
の
施
設
と
設
置
に
つ
い
て
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

V
中
小
企
業
等
振
興
条
例

地
場
産
業
の
育
成
と
助
長
に
意
を
用

い
な
が
ら
、
新
し
い
型
の
産
業
構
造
に

よ
る
工
場
の
誘
致
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
、
豊
か
な
都
市
、
近
代
的
都
市
づ
く

り
に
可
不
欠
な
要
素
と
考
え
ら
れ
、
本

5 
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条
例
に
よ
る
企
業
の
構
造
の
高
度
化
、

経
営
の
合
理
化
を
促
進
し
、
環
境
の
整

備
等
の
事
業
を
助
長
し
て
中
小
企
業
の

振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

市
立
小
中
学
校
の
学
校
給
食
を
統
介

し
て
、
よ
り
効
率
且
つ
経
済
的
な
調
理

等
の
業
務
を
実
施
す
る
た
め
、
昭
和
必

年
度
お
よ
び
昭
和
幼
年
度
の

2
ヶ
年
事

業
と
し
て
建
設
中
で
あ
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て

の
条
例
で
あ
り
ま
す
。

-v地域
下
水
道
条
例

大
杉
台
住
宅
団
地
の
汚
水
な
ど
を
処

理
す
る
た
め
の
、
地
域
下
水
道
の
設
置

と
管
理
お
よ
び
使
用
に
つ
い
て
の
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

づおつ報

-
刊
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

広

歳
入
歳
出
の
総
額
に
、
億
五
百
十

二
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
三
十
三
億
六
千
五
百
三
十
万
六
千
円

と
す
る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は

総
務
管
理
費
で
は
、
土
地
開
発
基
金
積

立
金
四
千
九
百
二
十
四
万
五
千
円
と
、

さ
き
に
有
限
会
社
百
億
か
ら
寄
附
を
受

け
た
建
物
の

一
部
改
装
費
九
百
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
費
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費

一
千

五
百
五
十
八
万
六
千
円
、
精
神
薄
弱
児

通
園
パ
ス
の
車
庫
新
設
費
百
二
十
万
円

の
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
母
子
寮
お

よ
び
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設
の
備
品
の

充
実
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

!s3州郷便物lIt可

清
掃
費
に
つ
い
て
は
、

三

・
五
ト
ン

の
ご
み
収
集
車

一
台
の
補
充
と
、
収
集

区
域
外
の
山
間
地
に
、
小
型
焼
却
炉
を

試
験
的
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
農
林
水
産
費
に
つ
い
て
は
、
食

糧
事
務
所
拡
張
に
伴
う

一
連
の
経
費
が

計
上
さ
れ
、
造
林
事
業
の
受
託
事
業
の

減
少
に
よ
る
補
正
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
経
田
駅
江
口

線
、
踏
切
改
良
地
元
負
担
金
四
百
九
万

三
千
円
を
計
上
し
教
育
費
に
つ
い
て
は

小
学
校
、
中
学
校
の
補
修
工
事
費
と
需

用
費
を
追
加
し
、
社
会
教
育
費
に
つ
い

て
は
、
東
尾
崎
類
似
公
民
館
へ
の
補
助

金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
応
急
措
置
費
に
つ
い
て
は
、
今

冬
の
積
雪
に
よ
り
、
八
十
瓦
万
瓦
千
円

が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

d

司
除
雪
車
の
出
動

-
昭
和
刊
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
五
千
七
十

一
万

四
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
五
億
三
千
四
百
五
十
万
二
千
円
と
す

る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
受

診
増
高
に
よ
る
医
療
給
付
費
お
よ
び
高

額
医
療
の
給
付
費
で
あ
り
、
財
源
と
し

て、

国
庫
負
担
金
、

補
劫
金
と

一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

-
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
農
作
物
共
済
勘

定
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
か
ら
、
五
行
九
十
一一一
万
七
千
円

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
六
千
間
百

九
十

一
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
、
家

畜
共
済
勘
定
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
総

額
に
五
十
三
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
百
七
十
六
万

二
千
円
と
す
る
も
の
で
、
繰
越
金
を
予

備
費
へ
補
正
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
業
務
勘
定
に
つ
い
て
は
、
予
算
の

総
額
に
百
八
十
六
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
四

千
五
百
十
二
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
、

歳
入
増
を
予
備
費
に
補
正
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
共
済
勘
定
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
総
額
か
ら
八
十
八
万
二
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
三
十
八
万
円
と
す

る
も
の
で
、
共
済
金
の
確
定
に
よ
る
減

額
補
正
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
一
般
会
計

昭
和
幻
年
度

一
般
会
計
決
算
で
は
収

入
額
が
二
十
八
億
六
百
七
十
二
万
六
千

円
で
、
予
算
額
に
対
し
て
百
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
収
入
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
で
は
、

二
十
七
億
二
千

七
百
六
十
三
万
八
千
円
が
支
出
さ
れ
、

予
算
額
に
対
し
て
、
九
十
八

・
一
パ
ー

セ
ン
ト
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
七

千
九

U
問
万
八
千
円
が
翌
年
度
へ
繰
越

し
決
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
全
体
の

二
十

九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
収
入
割
合
も

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
非
常
に
よ

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
税
の
市
民

一
人

あ
た
り
の
負
担
額
は
、

一
万
七
千
二
百

二
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実施した主な事業

投資的経脅の内訳(主なもの)

西布施保育問新築事業 24，452千円

農業構造改善事業 42，540千円

林業構造改善事業 26，622千円

経問漁港修築事業 107，750千円

都市改造事業 150，000千円

街路事業 63，000千円

学校プール建設事業(2校) 23，6∞千円

吉島小学校体育館新築事業 32，013千円

経団小学校改築事業 35，578千円

歴史民俗資料館新築事業 19，800・千円

生活改善センタ一新築事業 19，168千円

古鹿熊集落再編幣備事業 18，910千円

市道舗装改良事業 109，099干・円

米生産調幣対策事業 14，078千円

農業基盤幣イ商事業 30，062千円

災害復旧事業 122，615-千円

道下小学校火災復旧事業等

失業対策事業 58，170千円

昭
和
必
年
度
の

一
万
五
千
五
百
六
十

二
円
か
ら
見
ま
す
と

一
人
あ
た
り

一
千

六
百
五
十
八
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
地
方
交
付
税
は
全
体
の
二
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
県
の
支
出
金
は
、

二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
総
務
費
が
全
体
の
十
九
パ

ー
セ
ン
ト
、
民
生
費
が
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
土
木
費
が
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
建
設
事
業
に
使
わ
れ
だ

い
わ
ゆ
る
投
資
的
経
費
は
十

一
億
二
千

九
百
万

一
千
円
で
支
出
額
の
四
十

一
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
も
な
事
業
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
が
、
道
下
小
学
校
火
災
復
旧
事
業
等

に

一
億
二
千
二
百
六
十

一
万
五
千
円
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

6 
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市

有

財

産

昭和47年度会計別決算状況

決 算 額
歳入歳出

~ 計 名
差引額

歳入 歳出

千円 千円 千円
一 貴生 ~ 計 2，806，726 2，727，638 79，088 

下水道事業会計 3，499 3，499 。
簡易水道事業合計 32，678 31，302 

国民健康保険事業会計 456，924 451，512 5，412 

農業共(済弓事作物業勘会定計) 61，848 8，971 52，877 

(家育1共済勘定)
5，381 4，006 1，375 

(業務勘定) 39，766 36，日6 3，200 

メ口入 計 3，406，822 3，263，494 143，328 

づおつ報

-
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

広

歳
入
が
四
億
五
千
六
百
九
十
二
万
四
千
円
で
、
歳
出
が

四
億
五
千
百
五
十
一
万
二
千
円
、
差
し
引
き
五
百
四
十
一

万
一
千
円
が
残
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
保
険
税
一
億
七
千
九
百
四
万

一
千
円
、
国
県
支
出
金
二
億
五
千
四
百
九
十
七
万
七
千
円
、

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
四
億
一
千
六
百
十
三
万
七
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区 分 金額又は面積

基 金 99，973千円

土 地 359，385 m' 

建 物 106，433 m' 

有価証券その他 30，481千円

借入先 借入額 期 間

北陸銀行 50，000千円
47.12.20-
472.121.3~ 0 

20，000千円 48. " 484.82..221.2~ 8 

" 12，000千円 48. 2.28 
'しな額在現末

一
位

時
借
入
金
の
状
況

49. 4. 1 

一般会計用途別支出

区 分 決算額

投資的経費 1，129，∞千円l 

普通建設事業 948，216 

災害復旧事業 122，615 

失業対策事業 58，170 

人 件 費 667，909 

物 件 費 230，168 

扶 助 費 251，505 

補助 費等 227，081 
Fム1入a、 イ責 費 150，548 

出資金貸付金 17，738 

繰 出 金 9，551 

維持補修費 44，114 

積 立 金 23 

メ口入 計 2，727，638 

市税の内訳市債の内訳

計決算状況
一歳出一

A
Q

一
A般

区 分 予算額 決算額 割支合出

1.議 ~ 費 37，3千32同 37，0千09円 99.1 % 

2.総 務 費 531，163 525，203 98.9 

3.民 生 費 423，406 417，953 98.7 

4.衛 生 費 117，267 113，272 96.6 

5.労 働 費 60，597 58，120 95.9 

6.農林水産 業費 378，966 376，563 99.4 

7.商 工 費 52，271 50，858 97.3 

8.土 木 費 449，017 439，550 97.9 

9.消 防 費 74，258 73，914 99.5 

10.教 育 費 365，622 361，364 98.8 

11.災 害復 旧費 125，303 121，948 97.3 

12.公 イ責 費 162，389 150，839 92.9 

13.諸 支 出 金 2，892 1，045 36.1 

14.予 {蒔 費 195 。
歳 出合計 2，780，678 2，727，638 98.1 

7 

一歳入-

区 分 予算額 決算額 収割合入

1.市 税 810，8千00円 821，0千02円 101.3 % 

2.自動車取得税交付金 25，000 29，713 118.9 

3.自動車重量譲与税 13，000 14，295 110.0 

4.地方交付税 618，383 620，388 100.3 

5.交通安全対策特別交付金 4，049 4，049 100.0 

6.分担金及び負担金 101，927 101，584 99.7 

7.使用料及び手数料 66，523 65，240 98.1 

8.国庫支出金 547，412 543，521 99.3 

9.県 支 出 金 188，900 190，900 101.1 

10.財 産 収 入 17，564 19，887 113.2 

11.寄 附 金 15，490 15，150 97.8 

12.繰 越 金 32，866 32，866 100.0 

13.諸 収 入 81，364 96，631 118.8 

14.市 イ責 257，400 251，500 97.7 

歳 入合計 2，780，678 2，806，726 100.9 



49. 4. 1 

ニ
級
障
害
福
祉
年
金
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

づ

障
害
福
祉
年
金
は
、
加
オ
前
に
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
て
い
る
却
オ

以
上
の
人
や
、
国
民
年
金
加
入
対
象
者

か
ら
制
度
上
除
外
さ
れ
た
人
(
明

-u・

4
・
-
以
前
生
れ
)
で
障
害
者
と
な
っ
た

人
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
障
害
福
祉
年
金
は
、
比
較

的
障
害
程
度
の
重
い
一
級
に
該
当
す
る

人
に
だ
け
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
、
軽
い
二
級
程
度
の
人
に

も
支
給
さ
れ
る
主
つ
に
な
り
ま
し
だ
。

年
金
額
は
、
六
万
円
(
月
額
五
千
円
)

で
す
。障
害
福
祉
年
金
に
は
、
こ
ま
か
い
条

件
も
あ
り
、
請
求
手
続
な
ど
く
わ
し
い

こ
と
は
市
民
課
国
保
年
会
撲
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

おつ報広

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ

り

ま

せ

ん

か

第3f;f!銅If必物I!l冒T

川
初
年
度
の
市
税
の
納
期
は
2
月
末
日

で
す
べ
て
終
わ
り
宇
「
ν
た
。
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
の
方
は
至
急
納
付
し
て
下
さ
い
。

市
税
は
、
町
を
住
み
よ
く
、
み
な
さ

ん
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
主
つ
に
す
る

た
め
に
、
分
に
謄
じ
て
出
し
A
Q
つ
社
会

の
共
通
の
経
費
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
残
念

な
が
ら
滞
納
し
て
い
る
人
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
事
情
を
調
査
し
、
悪
質
と
認

め
ら
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
強
制
処
分

も
辞
き
な
い
方
針
で
す
。
な
お
、
特
別

の
事
情
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
分
納

等
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

税
務
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
る
主
つ
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

高

令

者

軽

作

業

就

労

の

ご

案

内

市
で
は
今
年
4
月
か
ら
市
内
に
居
住

し
て
お
ら
れ
る
高
令
者
を
対
象
に
、
老

人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
老
人
の

心
身
の
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
に
軽
作
業
喜
界
施
し
ま
す
。

こ
の
年
末
に
従
事
す
る
こ
と
の
で
き
る

資
格
は
、
魚
津
市
内
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
満

ωオ
以
上
で
健
康
な
方
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

年
末
内
容
は
、
市
の
公
共
建
物
、
公

園
の
清
掃
お
よ
び
草
む
し
り
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
年
末
を
実
施
す
る
日
は
4
月
か

ら
日
月
末
日
ま
で
の
う
ち
、
土
、
日
、

祝
日
、
雨
の
日
以
外
の
日
に
行
な
い
時

聞
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
末
に
従
事
さ
れ
た
日
数
に
応
じ
謝

礼
を
一
週
間
ご
と
に
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

作
業
従
事
の
申
し
込
み
は
、
市
役
所

建
設
課
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
適
当

と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
通
知
書
に
よ

り
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
な
お
く
わ
し

い
こ
と
は
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
締
切
は
4
月
日

日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
道
路
公
団
魚
津
工
事
事
務
所
と
県
高
速
道
路
課
は
3
月
幻
日
、
本
市
を

含
む
5
ヵ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
位
置
お
よ
び
規
模
を
発
表
、
富
山
l
朝

日
間
印
キ
ロ
の
う
ち
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
聞
の
距
離
は
約
叩
キ
ロ
、
魚
津
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

マ
主
た
る
位
置

l
市
内
印
田
、
石
垣
新

地
内

マ
型
式

1
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型

マ
取
り
付
け
道
路
l
県
道
島
尻
金
屋
線

マ
ゲ
ー
ト
数

l
入
口
2
、
出
口
4

マ
用
地
面
積
l
豹
六
万
九
千
平
方
メ

l

ト
ル

マ
開
通
目
標

1
日
年
度
末

4
『
中
心
杭
が
打
た
れ
て
い
る
建
設
予
定
地
附
近

インターチェンジの型と附近図

、柄引1

，副島

幸之弱

魚
津
市
土
地
改
良
区

の
総
代
選
挙

の
お
知
ら
せ

魚
津
市
土
地
改
良
区
の
総
代
の
任
期

満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
が
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

V
総

代

の

数

回

人

(
選
挙
区
数
8
)

V
選
挙
告
示
日

4
月
2
日

(
火
)

V
選
挙
期
日

4
月
幻
日

(
月
)

商
が業
|実統
5施計
月さ調

lれ査
7手

8 

通
産
省
で
は
、

5
月
1
日
現
在
で
商

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
全
国
の
商
庖
を
も
れ
な
く
調
査

し
て
、
商
庖
数
、
従
業
者
数
、
商
品
販

売
額
、
商
品
手
持
額
な
ど
を
業
種
別
、

規
模
別
、
地
域
別
に
は
握
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

4
月
下
旬
、
調
査
員
が
各
商
庖
に
お

伺
い
し
た
際
は
ご
協
力
く
だ
さ
る
主
フ

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
絶
対
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
正
確
に
ご
報
告
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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犬の登録と予防注射

。犬の受録及ぴ狂犬病の予防注射

を次の日程で行ないます。飼い主

の方は最寄りの場所で受けて下さ

。犬の登録は毎年更新しますので

あらためて畳録しましょう。

。犬を保定するため犬になれた人

が連れて来てください。

。晴雨にかかわらず行います。

<>犬についてのご相談は当日各会

場に獣医が来ておりますのでお気

軽にご相談くだきい。

<>料金=①登録手数料=300円

②注射料=340円③注射済票交付

手数料=60円

<>昨年登録された方には案内状が

行きますが今回始めての方はその

まま犬をつれて各会場へおいでく

だきい。

<>4月9日

9時 -9時30分西布施連絡所

10時-10時30分木下新公民館

11時-11時30分天神公民館

12時-1時片貝連絡所

<>4月10日

9時-10時加積公民館

10時30分 -11時30分

江口江幡三次宅

1時-2時 日カ青島社宅広場

2時30分-4時経団福祉会館

。4月11日
9時-10時上中島連絡所

10時30分一11時

農協松倉支所前

11時30分 -12時30分

北山鉱泉前

長福霊
堂祉遺

Eま児
舗 一
を

づ

市
で
は
、
昭
和
必
年
か
ら
交
通
遺
児

に
対
し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
交
通
遺
児
福
祉
年
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、

4
月
1
日
現
在

で
市
内
に
居
住
す
る
、
義
務
教
育
終
了

前
の
交
通
遺
児
で
す
か
ら
、
該
当
者
、

(
保
護
者
)
は
市
役
所
生
活
環
境
課
へ

申
請
手
続
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
年
金
の
額
は
、
こ
れ
ま
で
五
千

円
だ
っ
た
の
が
昭
和

ω年
度
か
ら
、

一

万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

魚
津
市
交
通

セ
ン
タ
ー
発
足

おヲ報

1
4
月
1
日
|

広

昨
年
7
月
1
日
に
、
魚
津
市
交
通
安

全
協
会
と
魚
津
市
自
家
用
自
動
車
協
会
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が
合
併
し
て
、
交
通
セ
ン
タ
ー
が
発
足

し
ま
し
た
が
、
こ
の

4
月
1
日
か
ら
、

魚
津
市
交
通
対
策
協
議
会
が
発
展
的
解

消
を
し
て
、
こ
の
交
通
セ
ン
タ
ー
の
構

成
団
体
と
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
例
え
ば
交

通
安
全
運
動
は
交
通
対
策
協
議
会
、
運

転
者
講
習
は
安
全
協
会
、
自
動
車
の
登

録
、
ま
っ
消
手
続
の
代
行
等
は
自
家
用

自
動
車
協
会
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
ま

ち
に
行
っ
て
い
た
事
務
の
窓
口
が
、
交

通
セ
ン
タ
ー

一
本
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
事
務
所
は
従
来
ど
お
り
、
市
民
会

館
内
に
あ
り
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険

l

申
込
受
付
中
|

昭
和
総
年
度
に
係
る
、
市
民
交
通
傷

害
保
険
は
、

3
月
1
日
か
ら
受
付
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
保
険
制
度
は
い
つ
で

も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
未
だ
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
万

一
の
事
故
に
備
え

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
全
員
加
入
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

4
月
か
ら
の
加
入
に
つ
い
て

は
申
込
み
の
時
点
か
ら
効
力
が
発
生
し

ま
す
。|ピ存じですか。

…消費者行政 h ー

割
賦
販
売

割
賦
販
売
は

一
般
に

月
賦
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
手
軽
に
商
品
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
に
利
用
者
も

増
え
て
い
ま
す
。

割
賦
販
売
に
は
商
品

を
先
に
も
ら
っ
て
後
か

ら
月
賦
で
支
払
う
方
法

と
前
も
っ
て
毎
月
掛
金

を
し
て
お
い
て

一
定
期

聞
の
あ
と
で
商
品
を
受

け
と
る
前
払
式
，
と
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
販
売
業
者
と
購
入
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

割
賦
販
売
を
利
用
す
る
と
き
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
こ
と
ば
を
う
の
み

に
し
な
い
こ
と

②
契
約
書
は
必
ず
請
求
す
る
こ
と
。

③
契
約
書
は
よ
く
読
む
こ
と
。

④
契
約
書
や
申
込
書
に
軽
々
し
く
ハ
ン

コ
を
押
さ
な
い
ニ
と
。

な
お
、
物
価
が
あ
が
っ
た
な
ど
と
い

う
理
由
で
、
契
約
し
た
商
品
の
分
割
金

を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

割
賦
販
売
は
購
入
者
と
販
売
業
者
と

の
信
頼
の
も
と
に
な
り
た
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
不
幸
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
お

き
た
場
合
に
は
、

県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
富
山
辺
局
9
2
3
3
番

消
費
者
保
護
基
本
法

こ
の
法
律
は
消
費
者
を
守
る
た
め
の

憲
法
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
昭
和

日目
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
は
業
者
に
比
べ
て
弱
い
立
場

に
お
か
れ
て
い
る
の
で
、
消
費
者
の
地

位
を
も
っ
と
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
業
者
が
、
た
と
え
ば
、
か

ら
だ
に
害
を
与
え
る
欠
陥
品
を
つ
く
っ

た
り
、
悪
い
品
物
で
も
立
派
な
も
の
の

よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
広
告
を
し
た
り
、

便
乗
値
上
げ
を
し
た
り
し
て
、
消
費
者

に
損
を
与
え
て
お
き
な
が
ら
責
任
を
と

ん
な
い
と
い
う
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、

業
者
が
消
費
者
に
モ
ノ
を

販
売
し
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
時
に
十

分
な
責
任
を
と
る
よ
う
に
努
力
さ
せ
る

た
め
に
消
費
者
保
漣
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
業
者
自
身
が
消
費
者
の

立
場
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
消
費
者

自
身
も
、
不
良
商
品
や
悪
質
な
業
者
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

9 

<>4月12日

9時-11時

1時-3時

大町小学校校庭内工業試験場

<>4月13日

9時-10時農協上野方支所

10時30分一11時30分

住吉小学校

魚津保健所

村木小学校

市役所前

1時-3時

<>4月14日

9時-12時
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中
小
企
業
設
備

近
代
化
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

中
小
企
業
機
械

貸
与
の
申
込
み

県
中
小
企
業
機
械
貸
与
協
会
で
は
、

県
で
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
は
設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
の
合
理
化
を

か
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
は
か
る
人
に
対
し
て
機
械
貸
与
制
度
を

機
械
設
備
の
設
置
に
必
要
な
資
金
を
貸
行
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

4
月

付
け
て
い
ま
す
。
融
資
希
望
者
は
、

4

m
日
(
金
)
ま
で
市
役
所
商
工
水
産
課

月
日
日
(
月
)
ま
で
市
役
所
商
工
水
産
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ム
対
象

1
従
業
員
二
十
人
以
下

(
小
売

ム
貸
付
金
額

1
査
定
し
た
額
の
四
十
七

業
五
人
以
下
)
で
、
最
近
二
ヵ
年
間

パ
ー
セ
ン
ト
(
十
万
円
以
上
五
百
万
の
平
均
利
益
が
五
百
万
円
以
下
の
企

円

以

下

)

業

ム
利
息

1
無
利
子

ム
貸
与
価
格

l
二
十
万
円
i
八
百
万
円

ム
償
還
期
間
お
よ
び
償
還
方
法

1
五
年

ム
償
還
と
期
間

l
四
年
六
ヵ
月
で
、
均

で
一
年
据
置
、
四
年
の
年
賦
均
等
償
等
半
年
賦
償
還
、
六
ヵ
月
据
置

還
。
(
公
害
設
置
関
係
十
二
年
内

一
年
ム
貸
与
損
料
(
利
子
相
当

)
1償
還
金

据

置

)

の

残

額

に

対

し

年

五

パ

ー

セ

ン

ト

ム
担
保

1
貸
付
対
象
設
備
を
譲
渡
担
保

ム
保
証
金

l
貸
与
価
格
の
十
パ

l
セ
ン

ム
保
証
人

1
二
人
以
上
(
法
人
は
代
表
ト
の
保
証
金
を
納
入

者
を
含
め
三
人
以
上
)

A

保
証
人

1
二
人
以
上

の

な

あ

迷

、

動

て

か

て

」

仁

へ

く

「

、

る

て

な

え

は

し

動

ま

山

多

て

ょ

っ

的

ふ

を

と

運

い

や

が

つ

に

と

理

が

止

的

犯

て

野

会

ら

い

に

心

年

防

目

防

つ

ら

機

ね

ら

年

ら

少

然

を

の

な

か

る

を

ぱ

少

か

る

未

と

春

と

れ

け

キ

っ

た

化

走

の

こ

「

進

こ

あ

ス

酔

ま

変

に

故

る

で

り

推

、

を

の

、

。

の

行

事

す

ま

締

の

で

家

心

良

す

境

非

ぴ

保

日

り

動

放

、

た

不

ま

環

や

及

確

時

取

活

開

と

し

、

り

、

出

罪

を

月

。

は

の

護

の

一

う

ゃ

な

と

家

犯

し

5

す

項

防

罪

保

ら

ヤ

そ

害

く

職

、

種

ら

ら

ま

事

予

犯

年

か

ジ

、

被

多

就

し

各

暮

か

れ

点

の

力

少

冬

レ

。

は

の

が

や

た

。

ら

な

日

さ

重

犯

暴

③

い

、

す

に

」

為

学

き

す

れ

全

日

施

の

盗

②

長

楽

ま

春

巣

行

入

を

ま

こ

安

月

実

動

①

行

り

き

惑

進

揺

き

り

4

が

運

づおつ報広調l3側部便物認可

三 郎勝戦主主|
f -_~:::_:__J~-二兎丹羽漬か6J長会:三三|

“海岸や河川をきれいに"

海岸や河川にゴミを捨てる人があります

が、みんなで気をつけて、きれし、な海岸

と河川にしましょう。いまだにイ寸i丘のf主

民から苦情が市役所にもちこまれています。

住みよい環境づくりは自分の身近から 、

皆さんのご協力をお願し、します。

①野菜や果物の皮など水分の多いものが

出きれていますが、ゴミの収集のしや

すいように、水分をよく切って出しま

しょう。

①不燃物(金物、陶器類)は定めた日以外

にも出しておられる家庭があります。

必ず定期日に朝 8時まで出して下さい。

①収集場所はいつもきれいに清掃し付近

民に迷惑をかけないようにして下さい。

①プラスチック類は不燃物収集日(陶器

類)の日に出して下さい。一般のゴミ

と一緒に焼却すると、ガスが発生し公

害源となりますので、必ずおまもり下

さい。

福
祉
年
金
受
給
者
に

緊
急
生
活
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
グ

最
近
の
物
価
上
昇
等
の
経
済
情
勢
に

か
ん
が
み
、
日
常
生
活
必
要
物
資
の
確

保
に
あ
た
る
た
め
、
特
別
の
措
置
と
し

て
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
等
に
、

一
律

二
、
五
O
O円
の
給
付
金
が
国
か
ら
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-Rこの
給
付
金
の
対
象
者
は
、
昭
和

四
九
・
二
・
二
八
現
在
に
お
け
る
母
子
、

準
母
子
福
祉
年
金
、
老
令
福
祉
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
又
は
、

特
別
児
童
手
当
の
受
給
者
で
す
。

(
た
だ
し
、
生
活
保
護
被
保
護
者
、
ら

い
家
族
生
活
援
護
費
受
給
者
、
社
会
福

祉
施
設
の
入
所
者
は
、
別
途
支
給
さ
れ

る
為
、

二
重
に
支
給
さ
れ
な
い
。
)

-R支払
い
は
、

左
記
地
区
に
て
行
な

い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
も
っ
て
受
取
り

に
来
て
下
さ
い
。

&
魚
津
二
区
、

三
区
、
四
区
、
下
中

島
の
み
な
さ
ん
は
、
四
月
四
日
魚
津

公
民
館
(
前
九
・

0
0
1
四・

O
O
ま
で
)

企
片
貝
、
西
布
施
、
経
由
、
天
神
、

上
野
方
、
松
倉
、
上
中
島
地
区
の
み
な

さ
ん
は
、
四
月
四
日

1
五
日
、
各
連
絡

所
(
前
九
・

O
O
i
四・

O
Oま
で
)

企
加
積
、
道
下
、
下
野
方
、
魚
津

一

区
の
み
な
さ
ん
は
、
四
月
八
日

i
九
日

魚
津
市
役
所
社
会
福
祉
課
(
前
九
・

o
o

i
四・

O
O
ま
で
)

料資谷

'

民

-一
欧

F

・
の

--
一'

残

M
A
企

魚
津
水
族
館
は

4
月
1
日
か
ら
日
月

初
日
ま
で
開
館
し
ま
す
。

水
族
館
で
は
、
二
百
種
類
四
千
匹
の

農
富
な
水
産
動
物
を
と
り
そ
ろ
え
る
い

っ
ぽ
う
、
淡
水
魚
類
の
ほ
か
、

富
山
湾

の
漁
法
解
説
、
ア
ン
コ
ウ
、
水
ダ
コ
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
生
態
や
、
ホ
タ
ル
イ
カ

の
生
態
写
真
、
水
槽
で
泳
ぐ
ホ
タ
ル
イ

カ
の
実
物

(
4
月
1
9
月
ま
で
)
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
や
コ
バ

ル
ト
ス
ズ
メ
な
ど
、
沖
縄
め
さ
ん
ご
礁

の
熱
帯
魚
も
そ
ろ
え
、
観
覧
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

‘
開
館
を
待

つ
魚
群
カ
ナ
ガ
シ
ラ

が関館、水津 月

館歴族館 1 

民史 、 日| 

俗資雲林 I I 

- 10ー
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農
業
振

農
用

づ

魚
津
市
の

振
興
地
域
と

さ
れ
て
い
ま

市
は
、
こ

区
及
び
補
助

農
用
地
区
域

の
整
備
な
ど

整
備
計
画
を

農
用
地
区
内

し
て
軽
微
な

ま
せ
ん
。

おつ報

①
農
地
転
用

除
外
こ
の
計
画

か
わ
り
に
よ

計
画
変
更
を

者
は
ま
ず
農
用
地
区
域
の

広49. 4. 1 

移動図書館“ふみかぜ号"

巡回日程
(1)10.00-10.50 

駐車時間二
(3)13.00-13.50 

は
、
社
会
情
勢
の
う
つ
り

っ
て
、
定
期
的
に
検
討
し

行
な
い
ま
す
の
で
、
農
業

②11.00-11.50 

④14.00-14.50 

駐車時間

①

②

③

 

所

雄峰団地

鉄工センタ一

白倉小学校

ま義車駐

4月8日

(河)

巡回目

用
以
外
の
用
途
に
転
用
さ
れ
る
場
合
は

ま
ず
、
市
役
所
農
政
課
へ
農
用
地
区
域

の
除
外
の
申
出
を
し
、
そ
の
う
え
で
農

地
転
用
手
続
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

転
用
手
続
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
農

政
課
ま
た
は
農
業
委
員
会
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

①

②

③

④

 

幽

①

②

③

④

 

①

②

③

 

長引野谷口宅前

西布施連絡所

青島社宅広場

平伝寺沢田宅前

片貝第 2発電所

片貝連絡所

奥東城法脱寺

前東城吉田宅前

横枕滅菌室前

加積郵便局前

吉島市営住宅

4月9日

4月12日

4月15日

明)

ω。

十
万
ま
で
控
除
さ
れ
ま
す
。

②
登
録
免
許
税
は
土
地
価
格
の
千
分
の

五
十
を
、
千
分
の
六
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

③
不
動
産
取
得
税
が
土
地
価
格
の
三
分

の
こ
の
額
を
課
税
標
準
と
す
る
特
例

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
農
地
の
権
利
移
動
あ
っ
せ
ん
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所
農
政
課

農
業
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

農
作
業
の
基
本
料
金

①

②

③

④

 

松倉連絡所

松倉農協前

宮津村上商庖前

住吉 4区住宅

4月16日

(刈

興
地
域
内
の

地
の
転
用
は

グ
申
出
を
4

農
用
地
の
殆
ん
ど
が
農
業

し
て
、
県
知
事
か
ら
指
定

す。の
地
域
内
で
基
盤
整
備
地

事
業
地
区
を
対
象
と
し
て

を
定
め
、
農
業
生
産
基
盤

を
内
容
と
し
た
農
業
振
興

き
め
て
い
ま
す
。
こ
の
、

の
農
地
な
ど
は
、
原
則
と

変
更
以
外
に
は
転
用
で
き

②
農
地
等
の
権
利
移
動
に
関
す
る
農
喋

委
員
会
の
あ
っ
せ
ん

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
農
業
振
興

地
域
整
備
法
に
基
づ
い
て
農
地
等
の
売

買
賃
貸
借
、
交
換
等
に
基
づ
き
、
規
模
農
業
委
員
会
と
農
協
連
絡
協
議
会
の

拡
大
や
、
集
団
化
の
方
向
に
そ
っ
て
、
識
に
よ
り
昭
和
的
年
度
の
農
作
業
基

あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
~
本
料
金
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ

具
体
的
に
は
、
農
地
を
取
得
で
き
る
資
…
ま
し
た
。

格
者
、
あ
っ
せ
ん
の
優
先
順
位
等
を
定
一
一
、

m
aあ
た
り
作
業
料
金

め
て
、
あ
っ
せ
ん
を
お
こ
な
う
こ
と
に
…
耕
転
料
金
七
、
二

O
O
円

な

っ

て

お

り

、

こ

の

あ

っ

せ

ん

を

受

け

一

荒

起

三

、

六

O
O
円

ま
す
と
次
の
よ
う
な
税
制
上
の
優
遇
措
…
荒
撞

一
、
八

O
O
円

置

が

あ

り

ま

す

。

一

代

掻

一

、

八

O
O
円

①
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
は
二

百

五

ケ

J
バ
げ
し
ン
ダ

l

五
、
五

O
O
円

①

②

③

④

 

有山ノ〈ス停附近

上中島連絡所

上野方連絡所

勤労青少年ホーム

4月19臼

①

②

③

 

雄時団地

鉄工センタ一

白倉小学校

幽

4月23日

(刈

コ
ン
バ
イ
ン
八
、

三
O
O
円

ト

ラ

ク

タ

ー

六

、

六

O
O
円

田
植
機

三
、
四

O
O
円

一一、

1
日
当
り
の
人
夫
賃

男

三

、

0
0
0
円

女

二
、
四

O
O
円

1
日
当
り
間
食
費

三
O
O
円

三、

始
業
は
午
前
6
時
初
分
か
ら
終
業
ム

は
午
後
6
時

い

〈
四
、
休
憩
は
午
前
中
日
分
問
、
正
后
1
一

時
問
、
午
後
日
分
問
、
な
お
、
こ
~

の
料
金
に
は
交
通
費
が
含
ま
れ
て
ん

〉

〉

い

ま

せ

ん

。

…

ご
寄
付

マ
二
万
五
百
六
十
五
円

l
北
電
魚
津
営

業
所
車
両
整
備
室
代
表
田
中
幸
信
(
交

・
通
遺
児
積
立
金
へ
)
マ
三
万
円

1
火
の

の
宮
町
小
林
弘
(
初
老
祝
と
し
て
)
マ
一

い
千
三
百
円

l
住
吉
野
住
勝
徳
(
篤
志
)

ゲ
マ

一
万
円

1
吉
島
西
尾

一
郎
マ
五
万
円

1
新
角
川
2
丁
目
浜
潟
定
男
マ
三
万
円

1
上
口

2
丁
目
石
崎
武
マ
十
万
円

l
新

金
屋
1
丁
目
江
幡
博
幸
マ
二
万
円

l
火

の
宮
町
住
和
幹
春
マ
一
万
円

1
横
枕
米

山
志
計
三
マ
三
千
円

1
本
町
1
丁
目
菅

野
弘

一
一v
五
万
円

1
友
道
本
町
木
下
中

マ
五
千
円

1
新
宿
津
井
の
う
マ
二
万
円

1
新
宿
長
谷
川
正
義
マ
十
万
円

1
中
央

通
り
1
丁
目
高
倉
茂
代
マ
三
万
円

l
慶

野
上
田
喜
一
一
v
一
万
円

l
諏
訪
町
魚
住

功
マ
一
万
円

1
中
央
通
り
2
丁
目
三
崎

巌
マ
一
万
円

l
新
角
川

1
丁
目
浜
浦
実

(
以
上
香
典
返
し
の

一
部
)
マ

一
千
円

本
町
山
県
議
三
マ
四
千
円

1
八
代
町
友

田
道
治
マ
七
千
五
百
円

l
真
成
寺
身
延

山
信
行
会
マ
一
千
五
百
円

1
本
江
大
西

富
士
男
マ
二
千
円

l
匿
名
マ
三
万
円

l

専
光
寺
寒
修
行
者
一
同
マ
七
千
八
十
七

円

l
専
光
寺
マ
五
千
円

l
大
海
寺
新
村

宮
坂
幸
吉
マ
五
千
四
百
円

1
鴨
川
町
青

木
節
三
マ
一
万
二
千
三
百
二
十
円

1
魚

津
青
年
議
会
代
表
紙
谷
善
次
マ
手
編
く

つ
下
凶
足

1
匿
名
マ
白
米
叩
詰
み
そ

1

箆
洗
剤

1
箱
、
鉛
筆
1
ダ
ー
ス
、
ち
り

紙
1
包
、
毛
糸
、
ズ
ボ
ン
下
1
枚

l
匿

名
マ
一
万
円

1
新
宿
石
橋
幸
重
マ

一
万

円

1
新
金
屋
一
丁
目
米
沢
勇
マ

一
万
円

l
上
口
一
丁
目
松
本
ヨ
シ
マ
三
万
円

l

本
町
一
丁
目
吉
野
幸
雄
マ
三
千
円
H
H
友

道
川
崎
庄
次
郎
マ
一
万
円

1
黒
部
市
尾

山
谷
川
宗
一
一
v
二
万
円

1
本
町
二
丁
目

松
倉
善
右
ヱ
門
マ
十
万
円

1
本
江
宮
内

忠
一
マ
五
万
円

1
本
町

一
丁
目
船
崎
嘉

一
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
)
マ

一
万

円

l
並
木
町
沖
田
為
雄
マ

一
万
円

1
匿

名
マ
三
万
九
百
十
円
緑
町
光
妙
寺
寒
修

業
一
同
マ
五
千
円

1
諏
訪
町
河
岸
健
ニ

マ
八
千
百
円

l
鴨
川
町
青
木
節
三
マ

一

千
五
百
円
H
H
本
江
大
西
富
士
男
マ
八
百

六
十
円

l
木
下
新
関
口
百
合
子
マ
二
千

円

1
八
代
町
友
国
道
治
マ

一
千
円

1
匿

名
マ
三
千
円

1
匿
名
マ
一
千
円

1
滑
川

市
二
塚
小
幡
里
見
マ
文
房
具
類
数
点

1

上
村
木
中
村
昭
雄
マ
モ
チ
ー
フ
つ
な
ぎ

ひ
ざ
掛
三
枚

l
魚
津
高
校
必
須
ク
ラ
ブ

家
庭
ク
ラ
ブ
代
表
山
田
多
加
子
マ
白
米

二
十
キ
ロ
味
噌
一
キ
ロ
そ
の
他

1
匿
名

噌

E
A--A 
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，h
ジ
'H叫
州
山
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引
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配
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応
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配
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h
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，h
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げ
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・

"
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ι
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h
ツ
パ
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'h
ジ
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H
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五

戸
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札
口
ー
に
品
V
U
M
'配
砂
む
叫

'h
礼
s
t
r・
J
M
h
u
，h
s
v
h
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h
u
-
-
Y川市
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ジ，
g
r
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配
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E
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ツ
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U
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忌
'
h
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・
・
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・
J
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5
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m
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e
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Z
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i
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d
y
e
p
-
r
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h
y
d
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h
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V
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H
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v
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y
n
ジ
パ
ー

'
h
y
rhジ
パ
ジ

ι
ν
，h"J
，h
u
y
k
ッ，
huJ
，huy
♂

ν
，

L.

Y
疋
ジ
パ
ジ
'
h
y
d
ジ
'hν
，h
ジ，
h
ジ
'h
ツ
〆
ツ

r
H
d
y
ι
y
，h
dげ
h
N
M
W
U

-
R
H
Y
'h
ジ
パ
ジ

'h
ジ，
h
ソ
パ
ジ
，
hジ，
h
Y
1
y
，fν

吋山，-

uc，h
ジ
バ
ジ

5
'
h
ジ
ι
ν
'
h
当
剖
品
曹
指
図
4
J
ι
J
L
m
v
u
m
引

M

vκ
'
・ν
.

・y
，h
ジ
'
h
ジ

ジ

4
3
2園
層
制

E
4陀
司
eM⑤
・
2

'

ぉ
ι
ν
ι
ッ，
H
Y
'
h
ジ
パ
ツ
，
h
ツ

A
we-
凋
4
1
1司
d
h
J二
川
川
以

υ

{ι
ジ
β
ジ
ι
ッ，
hジ
'h
ジ
r
H
y
t
y
'
h
u
v
，hHY
C
ジ
よ
ν
，r
p

，叩，
-
-
H
P

ジ，
hジ
'hνι
ジ，
hッ，
hジ
'h
ツ
，
h
ジ，
huJ
，hHJ
，hジ
ι
ジ，
h
ν
ι
ッ，
h
ν
d

口

υ'μ
ッ，
h
y
f
ジ
ι
υ
'
h
ジ
バ
ジ

'H
ッ，
hHJ
，hジ
ι
"
J
，hジ
FH
ジ，
h』

。3
歳
は
た
い
せ
つ
な
時
期

づ

3
歳
に
な
る
と
子
ど
も
の
成
長
は
め

ざ
ま
し
く
、
知
識
は
ぐ
ん
ぐ
ん
発
達
し
、

空
想
の
世
界
に
遊
ぶ
甲
}
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
簡
単
な
物
語
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
本
と
出
合
う
最
初
の
た
い

せ
つ
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
に
は
、
身
近
か

な
題
材
を
あ
つ
か
っ
て
、
親
し
み
の
も

て
る
簡
単
な
筋
の
運
び
、
調
子
の
よ
い

こ
と
ば
の
く
り
返
し
が
あ
る
絵
本
を
与

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に
与
え
た
い
の
が
物
語
絵

本
で
す
。

物
語
絵
本
に
は
、
の
り
も
の
の
物
語

動
物
の
物
語
、
空
想
的
な
物
語
、
そ
し

て
昔
話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
絵

本
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
の
り
も
の
絵
本
で
は
、

「
い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ゅ

う
」
は
汽
車
を
主
人
公
に
し
た
ア
メ
リ

カ
の
絵
本
。
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
筋
は
こ
ぴ
で
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

子
ど
も
た
ち
を
冒
険
旅
行
へ
ひ
っ
ぱ
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

動
物
の
絵
本
「
き
つ
ね
と
ね
ず
み
」

おワ報広第3微量埼11'史物証g可

は
、
物
語
が
原
稿
用
紙

一
枚
ほ
ど
の
み

じ
か
い
も
の
で
す
が
、
野
生
の
動
物
の

は
げ
し
い
生
存
の
い
と
な
み
を

一
分
の

す
き
も
な
い
ド
ラ
マ
に
し
あ
げ
、
動
物

を
登
場
人
物
と
す
る
物
語
絵
本
の
あ
り

方
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

砂
空
想
物
語
の
絵
本
。

子
ど
も
は
夢
の
中
に
生
き
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
空
想
の
世

界
を
作
り
あ
げ
、
い
つ
の
ま
に
か
動
物

や
空
想
の
な
か
の
人
物
に
な
り
ま
す
。

「
も
り
の
な
か
」
そ
の
つ
づ
き
「
ま
た

も
り
へ
」
な
ど
は
、
そ
の
世
界
を
主
人

公
の
男
の
子
と
い
っ
し
ょ
に
通
り
抜
け

ま
す
。

子
ど
も
が
そ
の
中
へ
は
い
り
こ
め
る

絵
本
は
そ
う
た
く
さ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て

ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
か
み

な
り
ち
ゃ
ん
」
も
生
活
感
情
に
根
ざ
し

た
め
ず
ら
し
い
空
想
物
語
の
絵
本
で
す
。

本
の
し
よ
う
か
い

書

名

著

者

い

ぬ

と

に

わ

と

り

石

井

桃

子

ま
こ
ち
ゃ
ん
の
お
た
ん
じ
よ
う
び

に
し
ま
さ
か
や
こ

わ
た
し
と
あ
そ
ん
で

マ
リ

l
・
ホ
ー
ル
・
エ
ッ
ツ

わ
に
が
ま
ち
に
や
っ
て
き
た

チ
ョ
コ
フ
ス
キ
ー

ぐ

り

と

ぐ

ら

な

か

が

わ

り

え

こ

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん

加
古
里
子

あ
り
こ
の
ち
つ
か
い
石
井
桃
子

い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う

パ
ー
ト
ン

も
り
の
な
か
。
ま
た
も
り
へ
エ
ッ
ツ

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
か
み
な
り
ち
ゃ
ん

加
古
里
子

し
よ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ
よ
た

渡
辺
茂
男

ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
|
ジ

l
ン
・
ジ
オ
ン

あ

お

い

目

の

こ

ね

こ

マ

チ

l
セ
ン

そ
ら
い
ろ
の
た
ね
な
か
が
わ
り
え
こ

ち
び
く
ろ
・
さ
ん
ぽ
パ
ン
ナ
|
マ
ン

は
な
を
く
ん
く
ん
ル

l
ス
・
ク
ラ
ウ
ス

マ
l
シ
ャ
と
く
ま
エ
ル
ゲ

l
ニ
l

。
あ
な
た
も
図
書
館
の
本
を

よ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

|
|
図
書
館
の
本
は

だ
れ
で
も
無
料
で

か
り
ら
れ
ま
す

l
l

ー
ー
本
を
家
に

「』
I
l
l
l借
り
て
い
く
に
は

市
内
に
す
ん
で
い
る
人
、
市
内
の
学

校
や
会
社
な
ど
に
つ
と
め
て
い
る
人
な

ら
、
ど
な
た
で
も

1
人
3
品
川

2
週
間
本

を
、
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

借
り
る
と
き
は
、
住
所
や
身
分
を
証

明
す
る
も
の
(
た
と
え
ば
運
転
免
許
証

や
保
険
証
・
印
鑑
な
ど
)
さ
え
あ
れ
ば

そ
の
場
で
す
ぐ
に
登
録
で
き
、
借
り
て

ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
か
ら
、
ど
し
ど
ど

し
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

H

読
み
た
い
本
は
予
約
で
き
ま
す
け

あ
な
た
の
お
読
み
に
な
り
た
い
本
は

予
約
で
き
ま
す
。
電
話
で
で
も
申
し
込

め
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

宮

n
1
0
4
6
2

4
月
の
納
税

固
定
資
産
税
第
一
期
分

軽
自
動
車
税

納
期
限
は

4
月
初
日
で
す

川

vi--rJJU4
・1
・日
ケ
ミ
ヌ
・
(
・
宇
吋
じ
ど
り
し
十
三
、
.
ト
一
aM
L
、7

…幾重一毒物一

F
W比
〉
民
医
防
防
防
何
防
長
医
院
以
い
佐

川
離
乳
食
実
習
の
お
知
ら
せ

〈
川
市
で
は
生
後

5
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
お

ゲ
川
も
ち
の
お
母
さ
ん
方
を
対
象
に
離
乳
食

L
フ
エ
ン
現
象

、
火
災
響
報
発
令
中
は
前
の
実
習
を
年
開
通
じ
次
の
日
程
で
行
な

行

な

わ

な

い

日

い

ま

す

。
該
当
さ
れ
る
お
母
さ
ん
方
は

2
必
ず
民
視
人
を
た
て
て
鉄
道
沿
線
用
前
こ
ぞ
っ
て
実
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

地
内
の
類
焼
を
防
止
す
る

。

日

マ

日

時

・

会

場

(

年

間

)

与
野
火
、

草
焼
は
風
向
を
考
え
鉄
道
が
ね

マ
毎
月
第
3
金
曜
日
午
前
日
時
よ
り

風

上

と

な

る

よ

う

に

す

る

前

マ

場

所

H
魚
津
保
健
所

4
大
量
、
広
範
囲
に
行
な
う
場
合
は
国
市

鉄
側
、
ぇ
事
前
に
打
合
せ
す
る
市

胃

の

検

診

川
胃
ガ
ン
検
診
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
の
川
川
す
。
希
望
者
は

4
月
8
日
ま
で
生
活
環

訓
練
生
の
募
集

川
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
一
会
場

中
卒
以
上
修
了
し
て
い
れ
川
印
名
程
度
が
限
度
で
す
の
で
お
早
め
に

ば
年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。

川
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

昭
和

ω年
4
月

上

旬

川

マ

4
月
日
日
嗣
H
片
貝
小
学
校
午
前
9

訓

練

期

間

性

別

川

時

i
午
前
日
時
料
金
二
O
O円

一
年

男

女

川

⑧

胃

ガ

ン

検

診

を

受

け

ら

れ

る

方

は

当

一
年

男
女
川
目
、
朝
食
、
お
茶
、
煙
草
な
ど
召
上
ら

一
年

男

女

川

な

い

で

お

い

で

く

だ

さ

い

。

一
年

男

女

魚

津

職

業

安

定

所

川

成

人

病

相

談

野
火
に
よ
る
鉄
道

火
災
の
防
止
に
協
力
を

q
F
U
 

噌

E
A

入
校
資
格

入

校

日

訓
練
課
目

製
缶
電
子
機
器

金
型
木
工
受
付
場
所
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魚津市の自然

づおワ報広

赤信号今があなたの

@止まります

@あぜってる

車のきれるまで待ちます

みちだけど

恒
例
の
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

4
月
6
目
白
か
ら
日
目
側
ま
で
の
、
十

日
間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。
春
は
気
候
も
暖
か
く
な
り
、

眠
く
な
り
ま
す
が
、
居
眠
り
運
転
等
に

よ
る
人
身
事
故
は
、
絶
対
に
起
き
な
い

よ
う
お
互
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

さ
れ
て
い
る
、
大
町
小
学
校
、
村
木
小

学
校
、
本
江
小
学
校
、
住
吉
小
学
校
、

加
積
小
学
校
及
ぴ
道
下
小
学
校
の
各
校

下
近
辺
に
、
新
に
経
団
小
学
校
と
松
倉

小
学
校
が
ス
ク
ー
ル
ゾ
!
ン
に
設
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
に
設
定
さ
れ
る
と
、

附
近
の
道
路
に
お
い
て
、
速
度
制
限
、

駐
車
禁
止
、
横
断
歩
道
の
設
置
等
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
規
制
等
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
ゾ
l
ン
設
定
に

伴
う
主
な
規
制
内
容

①
経
由
小
学
校
関
係

県
道
魚
津
生
地
線
は
、
こ
れ
ま
で
四

十
キ
ロ
制
限
だ
っ
た
の
が
、

三
十
キ
ロ

制
限
に
な
り
ま
す
。
又
こ
れ
ま
で
規
制

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
川
女
子
高
校
横

の
道
路
が
、
四
十
キ
ロ
制
限
に
な
り
、

同
時
に
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。

滝めぐり(7)

49. 4. 1 

まいにちとおる

-
運
動
の
重
点
目
標

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
と
し
て
は
、

次
の
三
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
、
歩
行
者
事
故
、
特
に
こ
ど
も
と
老

人
の
事
故
防
止

②
、
自
転
車
事
故
の
防
止

③
、
運
転
者
に
対
す
る
事
故
防
止

以
上
の
外
、

警
察
に
よ
る
違
反
駐
車
車

輔
の
徹
底
取
締
り
等
も
行
わ
れ
ま
す
。

@きをつけよう

-
ス
ク
ー
ル
ゾ
!
ン
の

設
定
、
整
備

既
に
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
と
し
て
設
定

雪中の滝
沌滝川中段の滝、輪カンジキをはい

て、雪崩を気にしながら大いそぎで撮

ったもの。滝つぼには岩魚もいます。

②
松
倉
小

学

校

関

係

酬

マ

4
月
刊
日
制
・

4
月

M
日
附
各
日
午

県
道
魚
津
鹿
熊
上
市
線
が
鹿
熊
ま
で
酬
後

1
時

1
3
時
マ
場
所
日
市
庁
舎
保
健

同
じ
く
坪
野
湯
上
線
が
坪
野
ま
で
、
夫
酬
室
(
一
階
正
面
右
端
)
マ
検
診
料
H
無

々
最
寓
速
度
が
四
十
キ
ロ
に
制
限
さ
れ
酬
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健
康
相
談

る
の
と
、
横
断
歩
道
が
、
ゾ

l
ン
内
に
酬
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
め

方
は

三
ヵ

所

設

定

さ

れ

ま

す

。

川

一
週
間
前
に
保
健
係
に
連
絡
し
て
お
気

・
市
・
関
係
機
関
団
体
お
よ
び
住
民
が
州

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
体
と
な
り
、
そ
の
地
域
内
の
道
路
パ
州

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
道
路
の
不
法
占
川
「
母
親
学
級
」
の
お
知
ら
せ

用
物
件
の
排
除
、
路
面
修
理
な
ど
、
道
州

路
環
境
の
整
備
点
検
活
動
を
行
な
う
。
川
マ
市
で
は
止
き
マ
マ
に
な
る
た
め
の
教

川
養
講
座
と
し
て
年
間
を
通
じ
次
の
よ
う

酬
に
「
母
親
学
級
」
を
聞
き
ま
す
。
初
め

州
て
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
は
妊
娠
、

川
分
娩
、
育
児
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

川
心
が
ま
え
を
身
に
つ
け
、
安
心
し
て
お

州
産
に
の
ぞ
め
る
よ
う
、
こ
ぞ
っ
て
受
講

川
し
ま
し
ょ
う
。

マ
講
座
は
A
・
B
の
2
コ
l
ス
で

2
ヵ

月
で
修
了
し
ま
す
。

マ
対
象

1
A
コ
l
ス
H
H
妊
婦
に
つ
い
て

医
師
、
保
健
婦
を
講
師
に
し
て
妊
娠
分

娩
の
知
識
や
日
常
生
活
と
栄
養
、
妊
産

婦
体
操
の
実
習
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

マ
対
象
H
H
B

コ
l
ス

1
産
婦
に
つ
い
て

保
健
婦
を
講
師
に
産
後
の
あ
と
の
健
康

家
族
計
画
、
新
生
児
の
扱
い
方
な
ど
。

マ
期
日

l
A
コ
l
ス
4
6
8
m
U
2
月

マ
期
日
H
H
B

コ
ー
ス

5
7
9
H
1
3
月

マ
各
コ
!
ス
と
も
毎
月
第

3
金
曜
日
午

後

1
時

1
3
時
ま
で
魚
津
保
健
所
で
行

な
い
ま
す
。

マ
母
親
学
級
に
つ
い
て
の
お
間
合
わ
せ

は
生
活
環
境
課
・
保
健
係
、
電
話
内
線

2
5
7
番
へ
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
全
般
に

い
て
の
苦
情
の
ほ
か
に
、

①
小
売
業
者
等
が
標
準
価
格
を
表
示
し

て
い
な
い
。

②
小
売
業
者
等
が
標
準
価
格
よ
り
も
高

い
価
格
で
販
売
し
て
い
る
。

③
却
、
小
売
業
者
等
が
買
占
め、

売
り

惜
し
み
を
行
っ
て
い
る
。

等
の
苦
情
も
受
付
け
、
関
係
機
関
に

連
絡
し
、
物
価
行
政
の
改
善
に
活
用
し

て
い
ま
す
の
で
積
極
的
に
お
申
し
出
で

た
き
い
。

行
政
相
談
員
高
野
芳
太
郎

連
絡
先
市
役
所
社
会
福
祉
協
議
会
内

電
話

n局
2
2
0
0
番
内
線

2
4
0

番
へ
。

- 13 -
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水
道
検
針
委
託
人
の
募
集

づ

水
道
局
で
水
道
検
針
委
託
人
を
求
め

て
い
ま
す
。

検
針
委
託
人
の
仕
事
は
、
国
道

8
号

線
か
ら
海
側
の
市
街
地
周
辺
の
水
道
メ

ー
タ
ー
を
検
針
す
る
も
の
で
す
。
毎
月

の
お
日
か
ら
翌
月
の
凶
日
頃
ま
で
の
聞

に
約
二
千
件
を
検
針
し
て
戴
き
ま
す
と
、

検
針
委
託
料
と
し
て
月
額
三
万
円
位
支

払
い
す
る
見
込
み
で
す
。
勿
論
、
年
齢

や
性
別
の
制
限
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
軽

労
働
は
必
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
四

月
二
十
日
ま
・で
に
水
道
局
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

おワ報広

せ
り
込
蝶
六
保
存

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

m3鰍銅>!JJ!物必可

魚
津
せ
り
込
蝶
六
保
存
会
で
は
広
く

一
般
か
ら
会
員
の
募
集
を
し
、
由
緒
あ

る
せ
り
込
蝶
六
を
保
存
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
老
若
男
女
の
別
を
と
い
ま
せ

ん
。
会
で
は
毎
月
定
例
日
に
踊
り
や
歌

を
研
究
し
た
り
、
他
県
と
の
民
謡
の
交

換
や
、
青
年
団
、
婦
人
会
の
踊
り
の
講

習
会
に
積
極
的
な
指
導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。会
員
に
入
会
さ
れ
た
い
か
た
は
保
存

会
ま
た
は
市
商
工
水
産
課
観
光
係
へ
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

第

4
回
富
山
県
青
年
の
船

派
遣
団
員
を
募
集

，

-第

4
回
富
山
県
青
年
の
船
派
遣
団
員

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
訪
問
国
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
ペ
ル

l

②
派
遣
期
間
叩
月
日
日

i
m月
お
日

③
経
費
本
人
負
担
問
万
円

④
応
募
資
格
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

で
1
年
以
上
県
内
に
居
住
す
る
者

⑤
募
集
期
間

3
月
初
日

1
4
月
四
日

⑥
欠
格
条
項
海
外
渡
航
の
経
験
の
あ

る
者
、
県
ま
た
は
、
市
議
会
議
員
の

職
に
あ
る
者
、
大
学
(
短
大
含
む
)

高
等
専
門
学
校
在
学
中
の
者

応
募
用
紙
の
請
求
は
、
各
地
区
公
民

館
長
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会
へ
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
委
社
会
教
育

課
、
電
話
内
線

2
2
5
番
へ
。

海
外
派
遣
青
少
年

代
表
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
世
界
青
少
年

交
流
協
会
が
主
催
す
る
海
外
派
遣
事
業

に
参
加
す
る
、
青
少
年
代
表
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

①
訪
問
国
フ
ラ
ン
ス

②
期
間

7
月
初
日

1
8
月
幻
日

③
経
費

参

加

金

初
万
円
は
市
で
負

担
す
る
が
、
旅
券
、
査
証
費
用
、

予
防
注
射
料
、
事
前
研
修
費
等

(
約
七
万
同
)
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

④
資
格
市
内
在
住
の
凶
歳
よ
り
初
歳

ま
で
の
も
の

英
語
、
仏
語
の
ど
ち
ら
か
で
簡
単

な
日
常
会
話
程
度
の
語
学
力
を
有

す
る
も
の

⑤
募
集
期
限

4
月
初
日

⑥

申

込

先

魚

津
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

4
月
の
街
頭
献
血

|
4
月
初
日
に
|

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

4
月
初
日

(
土
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
、

電
鉄
魚
津
駅
前
で
街
頭
献

血
を
行
な
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歩
ニ
う
会

〈

4
月

v

M

日

(
日
)
花
見
を
兼
ね

て
坪
野
六
百
峠
方
面
へ
行
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
中
食
持
参
の
う
え
、

午
前

8
時

ω分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ス
は

電
鉄
魚
津
発

8
時
印
分
坪
野
行
パ
ス

に
乗
車
、
坪
野
口
下
車
そ
こ
か
ら
徒

歩
で
六
百
峠
聞
を
往
復
、
帰
り
は
坪

野
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。
(
パ
ス
代

三
百
円
)

〈

5
月
V

5

日

(
日
)
黒
沢
方
面
を

歩
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
海

駅
前
を
午
前

8
時
発
パ
ス
で
黒
沢
下

車
、
東
城
ま
で
の
林
道
を
歩
き
、
東

城
口
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、

7
時
印
分
ま
で
中
食
持

参
の
う
え
、
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集

第
三
四

一
号

待ま充 ー 開者 ーま料すの . 
手ちす実新歳かと手 宇すでが )年 警

手12管手主五た 2皇号完雪話士布告252ぁ?
。年 7 第 lお民会年へい話学サ 、し便まが円まだ
ホ時こクりのを度よる、 ぷ l ごい局るき .で..，.

よ5三;広;手雪号:5i;喜菜:ク賀手z長宇妥たコ
で 8四、。んしいしサををルくき 一 い円換はノパ〈

、時水 のはりて l目通のだ主竺に 舟
間半曜 ごり、いク的じ-.'きぇー〈十 三舎
かま日 参きままルと、長い換円い- e 三
れで 加っすすもしろ零。いのも円 甲
て勤 をてま。、てう内 た手のの 士
い労 おいす j筒、あー し数でも 巴

本吉上片松上経道村住大校参きおマ和マ
野 中 下くい子接 48該

江島方員倉島田下木吉町 だ。さ積年当
さ母ん当 3 者
い子の日月 11

4接。 手体会 31昭
月稀. 帳温場ま和
9 日 はをへで 47
日 お計おの年
忘つ出出 9
れてか生月
なきけ者 1
くての 日
ごく前 1 
持だに 昭

昭
和
的
年
度
種
と
う

(第
1
期
)
予
防
接
種

砂
手
話
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

編
集
発
守
人

魚
津
市

泊
噌

同
月
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d
ロU

4
月
刊

日

4
月
日
日

4
月
日
日

4
月
ロ
日

4
月
ロ
日

4
月
日
日

4
月
刊
日

4
月
げ
日

4
月
日
日

検
診
日

4
月
時
日

4
月
日
日

4
月
げ
日

4
月
四

日

4
月
四
日

4
月
日
日

4
月
刊
日

4
月
幻
日

4
月
幻
日

4
月

M
日

4
月
お
日

A
喧

喧

E
A

出

死

転

転

世帯敬 12.080世帝

人口 (男) 22.985人

(女) 24.941人

(計) 47.926人

(男) (女) (;1十)

生 41人 37人 78人

亡 17 19 36 

入 59 44 103 

出 40 26 66 
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